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研究成果の概要（和文）：　日本語学習辞書編集を支援する目的で「汎用的日本語学習辞書開発データベース」を作成
した。このデータベースは、「現代日本語書き言葉均衡コーパス」を利用した頻度や分布の語彙調査により選定された
1万7千920項目の語彙からなる。各語彙には、経験豊富な日本語教師の主観判定に基づく6段階の難易度の他、旧日本語
能力試験の等級、品詞、語種などの情報や、語義と用例（作例とコーパスからの実例）が組み込まれている。
　このデータベースの他、コロケーションリスト、類義語リスト、文化的発見記述文リストを作成し、これら全てを統
合した情報の検索システムを（http://jreadability.net/jev）に公開した。

研究成果の概要（英文）： In order to support the compilation of Japanese language learners’ 
dictionaries, we have completed a database called ‘a general database for the development of Japanese 
language learners' dictionaries’. This database consists of 17,920 words selected via researching word 
frequency and dispersion using the Balanced Corpus of Contemporary Written Japanese (BCCWJ).　Each word 
has readability scale of 6 levels determined by Japanese veteran teachers, the level of the old Japanese 
Language Proficiency Test, part of speech, word type, and sample sentences (both composed sentences and 
authentic sentences collected from BCCWJ.)
 Apart from this database, we have completed a collocation list, thesaurus, and a list of short 
descriptions of cultural discoveries. We have developed a search system for both the database and those 
lists, and presented the system via internet（http://jreadability.net/jev.）

研究分野：日本語学・日本語教育
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１．研究開始当初の背景 
 海外での日本語学習者数は年々増加して
いるが、世界各地には満足な日本語学習用辞
書がない地域が数多く存在する。その最大の
理由は、辞書開発にかかる莫大な労力と費用
と時間である。これらの負担は辞書の記述内
容を搭載したデータベースを提供すること
により大いに軽減され、日本語学習辞書を必
要とする地域における現地語と日本語の二
言語辞書の開発の促進につながると考えら
れる。 
 本プロジェクトの研究分担者と連携研究
者は辞書の編纂・語法研究やコーパスを活用
した言語分析の豊富な経験を有している。ま
た、最近では大規模な日本語コーパスの構築
が進み、コーパスを活用した辞書開発の環境
が整いつつある。このような状況で、日本語
コーパスを活用することにより、中・上級レ
ベルの学習者向け日本語学習辞書に必要な
語彙項目の選定を行い、日本語学習辞書のコ
ンテンツに必要な情報を搭載したデータベ
ースを構築し、公開することとした。 
 
２．研究の目的 
 これまでの日本語教育において、一般の教
師や日本語教育研究者が利用可能な語彙教
育用のリソースは、旧日本語能力試験の出題
基準が唯一であった。しかし、この出題基準
は日本語能力試験を作るために構築された
リストであること、および、1980 年代に策
定された基本項目に基づくものであること
から、近年のコミュニケーション能力やタス
ク中心の日本語教育にとっての必要要件を
みたしていない。この点を踏まえ、本プロジ
ェクトでのデータベース構築に際しては以
下の三つの課題を立てた。 
(1) オーセンティックな語彙項目を取り入れ
た教育のための語彙表を作ること。 

(2) 語彙項目に対して様々な指標を付け、辞
書開発はもちろんのこと、教育現場でのニ
ーズに答える語彙表を作ること。 

(3) ウェブを通じて国内外のユーザーと共有
できる語彙表を作ること。 

 
３．研究の方法 
 研究の目的にあげた三つの課題のそれぞ
れについて本プロジェクトが取った方法は
以下の通りである。 
 (1)の課題を解決するために、国立国語研究
所が 2011 年に公開した「現代日本語書き言
葉均衡コーパス(BCCWJ)」を積極的に利用し、
語彙の頻度や分布の調査を行った上で収録
する項目を選定した。 
 (2)の課題を解決するために、経験豊富な日
本語教師 5名に依頼して、主観判定により語
彙の難易度情報を付ける作業を行った。難易
度は初級前半・初級後半・中級前半・中級後
半・上級前半・上級後半の 6段階である。こ
の難易度の他、旧能力試験出題基準の等級、
品詞、語種などの情報を付した。 

 (3)の課題に関しては、データの運用から配
布のすべてのプロセスで CSV ファイルによ
る管理を行った。 
 
４．研究成果 
 1 万 7 千 920 項目の実質語を搭載した「汎
用的日本語学習辞書開発データベース（通称
「日本語教育語彙表」）」を作成した。この語
彙表は、川村よし子氏が開発した『リーディ
ングチュウ太ウェブ辞書（http://chuta.jp）』
の約 8000 の見出し語に関わる情報を含む。
各見出し語には、6 段階の難易度、旧日本語
能力試験出題基準の等級、重要度、品詞、語
種、意味分類、異表記などの情報の他に、各
見出し語の語義の一つ一つに複数の用例（作
例とコーパスから集めた実例）を搭載してい
る。 
 
表１ 日本語教育語彙表 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 今後はこの語彙表を活用して、世界各地の
現地語と日本語との二言語辞書の開発支援
を進める予定である。 
 「日本語教育語彙表」の他に作成したデー
タベースとしては、(1) 動詞の類義語リスト、
(2) 動詞のコロケーションリスト、(3) 文化
的発見記述文リスト、(4) 機能語用例データ
ベース「はごろも」があげられる。それぞれ
の内容は以下の通りである。 
 
(1)動詞の類義語リスト 
日本語教育語彙表の意味分類を手掛かりと
して類義語を選別したもの。 
 
(2)動詞のコロケーションリスト 
NINJAL-LWP for BCCWJ（http://nlb.ninjal.ac.jp）
や NINJAL-LWP for TWC（http://nlt.tsukuba.lagoinst.info）
のコロケーション情報をもとに、日本語学
習者に必要なコロケーションに関わる名詞
のリストを動詞ごとに掲載し、それぞれの
意味を解説したもの。 
 
表２ 動詞のコロケーションリスト 
 
 
 
 
 
 
 



(3) 文化的発見記述文リスト 
日本国内で日本語教師研修を受けている非
母語話者日本語教師が書いた作文をもとに
作成した、日本の文化に関わる短作文を収
集したもの。 
 
表３ 文化的発見記述文リスト 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 以上に挙げた(1)〜(3)のリストと「日本語
教育語彙表」を統合した情報をウェブで検索
できるシステムを開発し、公開した
（http://jreadability.net/jev）。 
 このシステムでは各見出し語の発音を女
性と男性の声で聞くことができる。将来的に
は用例にも音声を付ける予定である。以下に
このシステムを使って動詞「話す」を検索し
た画面を示す。 
 
表４ 「話す」の検索結果 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
表５ 「話す」の類義語 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表６ 「話す」のコロケーション 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4) 機能語用例データベース「はごろも」 

「日本語教育語彙表」は実質語のみを対象

としているため、助詞や助動詞、機能語的

な複合辞などを集めた機能語をカバーして

いない。そこで、機能語を集めた用例デー

タベースを作成した。このデータベースは 1

千 850項目の機能語を収録し、各機能語に

経験豊富な日本語教師の主観判定による 6

段階の難易度を付し、さらに旧日本語能力

試験出題基準の等級、機能語の語義、語義

ごとの用例が搭載されている。このデータ

ベースについては、将来「日本語教育語彙

表」の検索システムに組み入れてウェブで

公開する予定である。 

 

表 7 機能語用例データベース「はごろも」 

 

 

 

 

 

 

 

 その他の成果物として、CD-ROM版の「日

本語学習辞書科研 研究成果報告」を作成し

た。この CD-ROM には上記成果物の他、研

究期間中に発表した論文や本プロジェクト

が行った 4ヶ国での国際研究集会の発表資料

が搭載されている。 



 これらの活動を推進するにあたり、毎年２

回の全体集会と２回の分担者会議、および各

班による不定期の会議を開催し、研究成果の

報告と研究方針および研究計画の討議を行

った。さらに、期間中に４回の国際研究集会

「日本語学習辞書の支援を考える」を開催し、

本プロジェクトの活動を世界の日本語教育

関係者に周知するとともに、現地の日本語学

習辞書の開発や使用の状況についての情報

を集め、世界各地の日本語教育関係者と日本

語・現地語の二言語辞書開発についての討議

を行った。 

(1) 2012年 3月 18日 オーストリア国際研

究集会 ウィーン大学 

(2) 2013年 3月 2日・3日 マレーシア国際

研究集会 Crystal Crown Hotel, Johor 

Bahru 

(3) 2013年 11月 16日・17日 中央アジア

国際研究集会 カザフスタン国立大学 

(4) 2014年 12月 7日 最終年度国際研究集

会 筑波大学 
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